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要 約

県内の企業から鯖缶詰の製造過程で生じる鯖由来の魚油2.5％と抗酸化剤(エトキシキ

ン)0.015%を市販豚用肥育飼料に混合したものを肥育豚に給与し、豚肉脂肪中の脂肪酸

組成への影響を検討するとともに簡易な配合方法について検討した。

その結果、魚油添加飼料の給与により、脂肪酸組成に占めるＥＰＡおよびＤＨＡの割

合が増加し、試験1ではＤＨＡの割合が無添加の場合に比べて胸最長筋では3倍、皮下脂

肪内層では10倍となった。魚油に抗酸化剤を添加することにより油脂の劣化の指標であ

る過酸化物価が40meq/kgに到達する日数は、無添加では試験開始12日後であったのに対

し、添加した場合には開始30日後であった。魚油の配合を、飼料運搬車から飼料タンク

詰め込み時に行う方法は、混合時の誤差も少なく簡易な配合方法として有効である。

Ⅰ 緒 言

近年、食生活の改善や栄養補助を目的に、多く

の健康補助食品が販売され、その利用者も増加し

ていおり、魚油由来の脂肪酸であるエイコサペンタ

エン酸 ＥＰＡ やドコサヘキサエン酸 ＤＨＡ）につい( ) (
ても多数の商品が販売されている 。１）、２）

一方で、県内の水産加工場では鯖缶詰の製造過

程で鯖由来の魚油が生じているが、健康補助食品

に加工するためには多額のコストが掛かるため、廃

日本食品脂溶性成分表によると、棄されている。

の油の主要な脂肪酸はパルミチン酸やオレイン鯖

酸であるが、不飽和脂肪酸のn-3系列脂肪酸として

が9％、 が14％含まれており、n-3系列脂EPA DHA
肪酸の資源として有望である 。２）、３）

しかし、実際の利用にあたっては、酸化による油

の劣化対策が必要であるとの報告がある 。４）、５）

また、県内で生じる魚油を飼料に配合するにあた

っては、飼料工場で配合するよりも農家段階で配合

する方が実用的であるが、そのためには農家に配

合施設を整備する必要がある。

そこで、魚油の畜産分野での有効利用を図るた

め、魚油を肥育豚に給与し 脂肪酸組豚肉脂肪中の

成への影響や簡便な配合方法の有効性について

検討する。

Ⅱ 試験方法

各試験とも、供試豚はＬＷ種8頭、各区4頭群

飼、餌は不断給餌、自由飲水とした。調査項目

は発育成績、肉質成績、脂肪酸組成とした。

１）魚油の豚肉への効果の検討

試験区分は、市販飼料100％の対照区、市販飼

料に魚油を2.5％添加した試験区とし、開始時体

重90kgから5週間給与した。また、魚油には劣化

を防ぐため、あらかじめ抗酸化剤（エトキシキ

ン）を0.015％添加し、抗酸化剤の効果として過

酸化物の発生量についても調査した。
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２） の検討簡便な配合方法の有効性

試験１同様に、試験区分は、市販飼料100％の

対照区、市販飼料に魚油を2.5％添加した試験区

とし、開始時体重80kgから6週間給与した。

試験区飼料への魚油の配合は、簡便な配合方法

として、倉庫での積込み時に飼料運搬車の上から

魚油を添加し、排出時のスクリューの回転を利用し

て配合を行った。

Ⅲ 結 果

１）魚油の豚肉への効果の検討

試験区と対照区の間に発育、肉質成績の差は

認められず、良好であった(表１)。

脂肪酸組成については、胸最長筋および皮下

脂肪内層で測定を行ったが、主要な脂肪酸であ

るオレイン酸、ステアリン酸では試験区間に有

意な差は認められなかった(表２)。

ＥＰＡやＤＨＡの割合は、魚油を添加することによ

り増加し、それぞれ有意な差が認められ、胸最長筋

100ｇのＥＰＡ、ＤＨＡ含量は、対照区では5ｍｇ、14ｍ

ｇ、試験区では30ｍｇ、54ｍｇと対照区に比べ、約4～

。6倍となった(図１)

魚油に抗酸化剤を添加することにより、油脂

の劣化の指標である過酸化物価が に到40meq/kg
達する日数は、無添加では開始 日後、添加し12
た場合には開始 日後であり、抗酸化剤を添加30
することで魚油の脂質劣化を防ぐことが可能で

あると確認された(図２)。

表１ 発育、肉質成績（試験１）

表２ 脂肪酸組成（試験１）

(%)

ﾊﾟﾙﾐﾁﾝ酸  C16:0 25.4 ±0.2 25.5 ±0.6 24.5 ±1.1 24.2 ±0.1

ｽﾃｱﾘﾝ酸  C18:0 14.5 ±0.2 14.5 ±0.4 16.2 ±1.5 16.1 ±0.8

ｵﾚｲﾝ酸  C18:1n-9 42.2 ±0.8 41.5 ±1.5 38.7 ±1.6 37.3 ±1.2

ﾘﾉｰﾙ酸  C18:2ｎ-6 10.5 ±1.0 9.7 ±1.2 10.2 ±0.7 10.2 ±0.8

α－ﾘﾉﾚﾝ酸  C18:3ｎ-3 0.4 ±0.0 0.5 ±0.1 0.6 ±0.0 0.8 ±0.1

ｴｲｺｻﾍﾟﾝﾀｴﾝ酸  C20:5n-3 0.12 ±0.08 B 0.60 ±0.17 A 0.00 ±0.00 B 0.27 ±0.03

ﾄﾞｺｻﾍｷｻｴﾝ酸  C22:6n-3 0.33 ±0.05 B 1.03 ±0.17 A 0.15 ±0.01 B 0.88 ±0.09

異符号間に有意差あり(P<0.01)

試験１

皮下脂肪内層胸最長筋区分

対照区 試験区 対照区 試験区

　　試験１

１日当たり
増体重(kg)

0.93 ± 0.22 0.98 ± 0.17

飼料要求率
水分含量％ 73.6 ± 0.2 72.9 ± 0.4
加熱損失％ 25.0 ± 2.1 23.5 ± 1.5
保水力％ 76.3 ± 5.8 75.7 ± 1.7

3.75

対照区 魚油区
区分

3.63
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図２ サバ油に対する抗酸化剤の効果図１ 胸最長筋100ｇあたりの脂肪酸含量
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２） の検討簡便な配合方法の有効性

発育、肉質成績、脂肪酸組成ともに試験１と

同様な結果となり、発育、肉質成績の差は認め

られず良好であった(表３)。

また、脂肪酸組成については、皮下脂肪内層

のみ測定を行ったが、主要な脂肪酸であるオレ

イン酸、ステアリン酸では試験区間に有意な差

、ＥＰＡやＤＨＡの割合は、は認められなかったが

魚油を添加することにより増加し、それぞれ有意な

差が認められた。

さらに、試験１に比べ試験期間が長くなったため、

ＥＰＡ、ＤＨＡの割合は、ともに試験１より多くなった

。(表４)

配合方法の有効性として、給与飼料の粗脂肪

含量を調査したが、試験区と対照区の標準偏差

値は同程度であった(表５)。また、生産物であ

る豚ロース部分皮下脂肪の脂肪酸組成の標準偏

差値においても同程度であった(表６)。

表３ 発育、肉質成績（試験２）

表４ 脂肪酸組成（試験２）

( % )

ﾊ ﾟ ﾙ ﾐ ﾁ ﾝ 酸  C 1 6 : 0 2 3 . 3 ± 0 . 7 2 1 . 9 ± 1 . 4

ｽ ﾃ ｱ ﾘ ﾝ 酸  C 1 8 : 0 1 5 . 7 ± 0 . 8 1 3 . 9 ± 0 . 4

ｵ ﾚ ｲ ﾝ 酸  C 1 8 : 1 n - 9 3 9 . 2 ± 1 . 7 3 9 . 6 ± 1 . 4

ﾘ ﾉ ｰ ﾙ 酸  C 1 8 : 2 ｎ - 6 1 4 . 7 ± 1 . 4 1 4 . 9 ± 1 . 4

α － ﾘ ﾉ ﾚ ﾝ 酸  C 1 8 : 3 ｎ - 3 0 . 9 ± 0 . 1 1 . 1 ± 0 . 1

ｴ ｲ ｺ ｻ ﾍ ﾟ ﾝ ﾀ ｴ ﾝ 酸  C 2 0 : 5 n - 3 0 . 0 0 ± 0 . 0 0 B 0 . 4 0 ± 0 . 0 6 A

ﾄ ﾞ ｺ ｻ ﾍ ｷ ｻ ｴ ﾝ 酸  C 2 2 : 6 n - 3 0 . 1 4 ± 0 . 0 5 B 1 . 2 7 ± 0 . 2 0 A

異 符 号 間 に 有 意 差 あ り ( P < 0 . 0 1 )

試 験 ２

対 照 区 魚 油 区

区 分 皮 下 脂 肪 内 層

　　試験２

１日当たり
増体重(kg)

0.82 ± 0.17 0.84 ± 0.04

飼料要求率
水分含量％ 73.8 ± 0.8 74.3 ± 0.9
加熱損失％ 28.5 ± 1.2 26.8 ± 4.2
保水力％ 85.2 ± 0.9 84.8 ± 3.0

区分

3.46 3.12

対照区 魚油区
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魚油を利用した 、 含量の高い豚肉の生産EPA DHA

表５ 給与飼料の粗脂肪含量

表６ 皮下脂肪内層のＥＰＡ、ＤＨＡ割合

（％）

配合方法 平均 標準偏差

試験Ⅰ 配合機 0.27 0.03

試験Ⅱ 運搬車 0.40 0.06

試験Ⅰ 配合機 0.88 0.09

試験Ⅱ 運搬車 1.27 0.20

EPA

DHA

Ⅳ 考 察

魚油を飼料に添加し、豚に給与すると､脂肪組

織内のＥＰＡ､ＤＨＡ含量が多くなるが、発育成

績や肉質成績には悪影響を与えることはなかっ

た。

また、抗酸化剤を添加すると魚油の劣化を防

。 、ぎ長期間利用できることが確認された さらに

魚油の配合を飼料運搬車から飼料タンクへの詰

め込み時行うことは、混合の誤差も少なく簡便

な配合方法として有効であると考えられた。

今回の試験では、魚油の豚肉への効果と簡便

な配合方法の有効性を調査したが、今後、県内

産のサバ由来の魚油を利用したＥＰＡ、ＤＨＡ

含量の多い豚肉の生産を実現するためには、肉

の品質調査(保存性、香り、やわらかさ、味)、

さらにはエトキシキンに変わる新たな抗酸化剤

の検索を進める必要があると考えられる 。４ 、５） ）
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平均 標準偏差

対照区 6.06 0.24

試験区 8.12 0.26


